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新
会
員
七
人
迎
え
て

光
寿
会
定
期
総
会

平
成
一
十
年
度
光

寿
会
定
期
総
会
が
、

二
月
十
日
い
か
る
ぎ
館
に
於
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
林
成
憲
会
長
以
下

執
行
部
は
全
員
再
任
、
各
常
会
選
出

役
員
四
人
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。十
九
年
度
事
業

・
決
算
、
一
十́
年

度
事
業

・
予
算
が
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
日
帰
り
お
楽
し
み
会

（六
月
）
、　
一
油
旅
行

（十
月
）
、

ペ
タ
ン
ク
大
会

（九
月
）
旅
行
、
月

刊
広
報
刊
行
、
生
き
生
き
サ
ロ
ン
浮

世
亭
な
ど
の
事
業
が
継
続
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
村
岡
修

一
市
会
議

員
の
市
政
報
告
を
聞
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度

光
寿
会
役
員

願
問
　
林
　
年
春

林
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会
長
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成
憲
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長
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原
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武
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美
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勇
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新
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会
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齋
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美
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敬
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ｉ
門
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節
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北
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麻
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覚
　

　

林
　
　
　
紘

善

導

斎
藤
　
征
子

公
文
名

六
十
万
四
千
円
の
新
年
度
予
葬
可
決

慶
弔
費
十
六
万
円
、
広
報
発
行
費
八
万
円
な
ど
を
主

な
支
出
と
す
る
新
年
度
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
は
左
表
の
通
り
で
す
。
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開
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紀
子

林
　
逸
子

武
部
幹
夫

林
　
礼
ｒ

池
田
富
子

開
田
紀
Ｆ

林
　
愛
行

林
　
勉

一

武
部
幹
夫

八
田
　
嵩

林
　
茂
之

0/03/0

恒
例

の
御
忌

会
が
二
月
九
日

時
半
よ
り
，
い

か
る
ぎ
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。雨
も
よ
う
な
が

ら
大
勢
の
方
々
が

お
参
り
さ
れ
ま
し

た
。
午
前
中
は
南

桂
寺
さ
ん
の
法
話

と
御
文
章
の
読
誦

あ
り
ま
し
た
。

午
後
は
今
年
度

お
亡
く
な
り
に
な

っ
た
八
田
渓

一
さ
ん

釈
恵
き

、
林
興
三

次
郎
さ
ん
幕
勝
院
白

浄
自
性
妙
弥
）、
坂

東
清
さ
ん
需
浄
院
釈

厳
２

、
斎
藤
信

一

さ
ん

（釈
憲
こ

，
開

田
寿
志
さ
ん
（開
放
院

釈
顕
き

、
林
甚
作
さ

ん

（釈
超
然
）
，
中

神
達
甫
さ
ん

（釈
報

）
ら
七
人
の
ご

遺
族
を
招
い
て
の

追
悼
法
要
と
、
西

慶
寺
さ
ん
、
常
称

両
住
職
の
法
話
が

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
お
世
話

北
明
常
会
の
方

さ
ん

（若
は
し

々
で
し
た
。



頼
成
の
一〇
〇バ
ヤ
シ
一
と
言
う
け
れ
ど

頼
成
苗
字
考
　
（そ
の
こ

都
道
府
県
別
で
上
位
十
位
ま
で
に

「林
」
が
入
っ
て
い
る
県

は
六
県
あ
り
、
岐
阜
で
四
位
、
石
川

・
和
歌
山
で
六
位
、
徳
島

で
七
位
、
山
口
八
位
、
京
都
九
位
、
滋
賀
十
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
■
十
位
ま
で
を
見
て
み
ま
す
と
大
阪
、
福
丼
、
長

野
、
愛
知
、
福
岡
、
二
重
が
加
わ
り
ま
す
が
、
興
味
深
い
の
は

こ
れ
ら
す
べ
て
が
中
部
以
西
の
西
日
本
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
東
北

・
北
海
道
な
ど
東
日
本
に
は
林
が
上
位
に
入
っ
て
い

る
県
は

一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
理
由
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
し
て
も

「林
」
は
、
日
本
中
に
十
万
種
以
上
も
あ
る

姓
の
中
で
十
九
番
目
に
位
置
す
る
わ
け
で
、
き
わ
め
て
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
苗
字
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
頼
成
に

多
い
そ
の
他
の
苗
字
の
全
国
ラ
ン
ク
は
左
表
の
通
り
で
す
。

苗
字
に
は
そ
れ
ぞ
れ
由
来
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

「斎
藤
」

は
古
代
貴
族
の
藤
原
氏

一
族
の
う
ち
で
、
祭
祀
に
携
わ
っ
た
も

の
が

「齋
」

（い
つ
く
＝
神
に
仕
え
る
の
意
）
と
藤
原
の

「藤
」
を

合
わ
せ
称
し
た
も
の
で
、
藤
原
利
仁
の
子
、
斎
官
頭
叙
用
が
初

め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　
一
般
に
藤
の
字
の
つ
く
苗
字
加
藤
、
伊

藤
、
佐
藤
、
工
藤
な
ど
は
藤
原
氏
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
古
代
、
朝
廷
や

中
央
豪
族
の
も
と
で
生
産

や
技
術
を
提
供
し
た
人
々

の
集
団
を

「部

尺
ご

と

言
い
ま
す
が
、

「武
部
」

も
そ
の

一
つ
て
、
衣
臓
を

作
る
服
部

（は
と
リ
ベ
ー
は

つ
と
り
）
、
Ｌ
器
を
作
る
Ｌ

鱒
部

（は
じ
ベ
ー
は
じ
）
、

漁
を
す
る
海
部

（あ
ま
べ
↓

か
い
ふ
）
な
ど
と
同
じ
く
、

建
物
を
造
る
建
部

（た
け

べ
）
に
出
来
し
、
そ
れ
が

い
つ
の
間
に
か
武
部

・
竹

部
と
い
う
ふ
う
に
変
化
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

般
若
ペ
タ
ン
ク
同
援
〓新
会
長
に
林
孝
雄
さ
ん

会
員
六
十
四
人
中
光
寿
会
会
員
が
　
Ｉ
Ｌ
名
を
占
め
る
般
若

ベ
タ
ン
ク
同
好
会
の
総
会
が
二
月
　
十
四
＝
開
催
さ
れ
、
新
会

長
に
林
孝
雄
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
前
会
長
の
林
成

憲
さ
ん
が
参
与
、
武
部
由
美
子
さ
ん
が
副
会
長
に
そ
れ
ぞ
れ
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

二
月
■
日
、
い
か
る
ぎ
館
に
先
月
号
で
既

報
の
睛
幕
設
備
が
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

液
昌
プ

ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
を
利
用
し
た
企
画

が
　
部
屋
の
明
る
さ
で
今
ひ
と
つ
満
足
で
き

な
い
状
態
で
し
た
が
、
こ
れ
で
卜
分
に
活
用

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
自
治
会
の
迅

速
な
対
応
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〓

笑

一
着

一
怒

一
老
」

過
日
の
御
息
の
お
り
、由
桂
寺
さ
ん
が
法
活
の
中
で

表
記
の
言
葉
に
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。中
国
の
苦
い
〓
童
の

よ
う
ヽ

人
間

一
度
笑
う
と
一
つ
若
返
り
、
一
度
怒
る
と

一
つ
老
け
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

こ
の
と
こ
う
せ
の
中
に
は
烙
ら
ず
惧

ら
れ
な
い
」と
が
あ
ま
り
に

も
多
く
、ど
れ
も
こ
れ
も
に
峰
っ
て
な

と
、あ
っ
と
い
う
間
に
寿
命
が

終
わ
り
そ
う
で
す
。

一
鋭
に
よ
れ
ば
笑
い
は
体
内
の
ホ
ル
モ
ン
の
分
浚
を
促
す
も
の
ら

し
く
、
医
療
施
設
な
ど
で
「笑
い
」
を
治
療
法
の
一
つ
と
し
て
取
り
入

れ
て
い
Ｏ
ζ
」ろ
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

「快
老
生
活
の
ヽ
得
」
な
ど
の
著
書
の
あ
る
医
学
博
士
齋
藤
茂

太
氏
に
標
鳳
の
著
書
が
あ
り
、二
あ
″各
章
の
見
出
し
に
い
わ
く
「好
奇

ヽ
を
人
事
に
す
る
〓
無
病
鳥
災
は
早
死
、数
病
忠
災
は
長
生
き
」

「無
趣
味
は
う
２
種
？
０
と
〓
メ
モ
の
習
慣
が
ま
え
る
鵬
加
胞
を
活

性
化
〓
死
ぬ
ｆ
手
う
き
合
え
る
友
を
持
つ
〓
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
旅

を
す
る
」
謬
Ｚ
り
の
と
き
で
も
お
し
ゃ
れ
を
愴
し
む
〓
い
つ
も
「感
じ

る
人
」
で
い
る
」
と
あ
フ
ｔ
、ど
れ
も
人
生
の
指
針
と
し
て
舎
き
の
あ
る

古
素
と
思
い
」
紹
介
す
る
次
第
で
す
．
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林 1位 1位 1位 2位 ! 9位

八 日 2位 2位 201 558位 912イサ

齋藤 3位 3位 4イナ 1 8位 1363イ立

開 田 4位 10イヤ ll 「ヽ 1444イヤ 5051位
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坂東 6位 29イ[ 384イ立 851位
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"
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の
〓
期
命
か
現
】
カ
メ
蜘
　
江

馴鼎投鉱
‥。ス螂わ断燎とヽ　鯖

り

一
カ
た
２
ス
櫓
ま
た

一

′
嵐

で

あ

た

。

卿

主な大会日■

5月 市老連大会

6月 県老連大会

,月 光寿会大会

10月 般老連大会

鬱
加
自
由

四月
十六
日

⌒水
一
から

糞
通
水
・土口
日

の午一
一”手

鋪
習
開
始


